
令和 6年度第８回三郷区地域協議会 

次 第 
 

日時：令和 7年 1月 28日（火）午後 6時 30分～ 

会場：三郷地区公民館 2階 集会室 

 

 

 

1 開会 

 

 

 

2 自主的な審議 

⑴ 自主的審議事項について                      

 

 

 

 

 

 

3 事務連絡 

 

 

 

 

 4 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次回協議会  ： ２月 25日（火）午後 6時 30分～、三郷地区公民館】 



 

 

 

◎第 6回三郷区地域協議会（令和 6年 11月 26日開催） 

 

第２回班別意見交換（下記まとめ） 

自主的な審議で話し合うテーマについて 

１班 〇高齢者のリスク（不安） 

・買い物、通院、ゴミ出し、急な体調不良、火災 等 

〇今いる人同士のコミュニケーション 

・新しく入ってくる人も少ない、親世代はそれでもつながりあるが若者世代は同じ 

集落でも顔も知らない人が多い。 

 〇町内の情報伝達 

   ・有線放送廃止による情報伝達の遅れ 

    ・ＳＮＳ活用 ⇔ 活用できない人への対応 

   〇横のつながり 

    ・何らかの団体、活動に参加していないと、ほぼつながりなし。 

 

２班 〇三郷区の美しい風景を守り、魅力を発信するためにはどうしたらよいか。 

    ・三郷の四季折々の田園風景や遠くに見える妙高山、白鳥の姿が美しいとみんなが 

思っている。 

    ・他区の芝桜やヒマワリ、コスモスなどの景観づくりの取組を三郷でできないか。 

    ・写真コンテスト、写真教室などを行って、作品を公民館の文化祭で展示する。 

    ・ＳＮＳに三郷の風景をアップして魅力を発信する。 

 

全体での意見交換 

三郷に住み続ける理由・三郷の魅力について 

   ○安心感、愛着 

    ・小さい頃から住んでいた安心感、知り合いや幼なじみの存在 

    ・地域の人たちの人柄の良さ 

    ・丁度よいキャパ 

   ○住みやすさ 

    ・交通利便性の良さ（車があれば） 

・商業施設、学校、病院等が近くにある。 

   ○美しい景観、自然環境 

    ・妙高山、田園風景、雪景色、白鳥飛来 

【資料１】 

三郷区地域協議会 自主的な審議について 

【三郷区の自主的審議のテーマ】 

 

案１ 三郷区の人や自然など美しい風景の魅力発信について 

 

（取組例） 

    ・三郷区の良いところを見つめ直す。（風景、見どころ、行事など） 

    ・三郷区の魅力を守っていくには、どうしたらよいか。 

・三郷区の魅力などの情報を、共有するにはどうしたらよいか。 

    ・魅力発信の方法について。（誰がどのように） 

 

 

案２ 地域全体で高齢者や子どもたちを支え合うまちづくりの推進について 

    

   （取組例） 

    ・高齢化が進む地域で、生活の不安はどのようなことがあるか。 

    ・今後、子どもたちを取り巻く環境の変化はどのようなことがあるか。 

    ・地域で支え合えることがないか。 

    ・ずっと、住み続けられる地域でいられるために必要なこととは。 

 

 

   

(参考)三郷区の地域活性化の方向性「構成要素」 

① 地域リーダーや次世代を担う人材の育成と社会教育の充実 

② 田園と山々が織りなす四季折々の美しい風景を守り、魅力を発信 

③ 新幹線駅や主要道路への良好なアクセスを活用した地域振興 

④ 地域産業の農業をいかした三郷米や農産物のブランド化の推進 

⑤伝統芸能「春駒」の伝承・保存と歴史的文化財発掘等の活動継続の支援

並びにそれらの文化的・歴史的意義の共有 

⑥地域全体で高齢者や子どもたちを支え合うまちづくりの推進 

 


